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増田の子どもぼんでん

編集後記

編集後記

　例年にない暖冬と、雪不足に悩んだ小正月行事から春
本番へと季節が変わり、３月定例議会が終了しました。
　新型コロナウイルス感染の終息が見えないなか編集
完了。読んでいただける広報から是非読みたくなる広報
へ進化することを目標に、我々広報分科会は今後も努力
して参ります。　　　　　　　　　　　（大日向　香輝）

◆広報広聴委員会広報分科会
　 分科会長　奥山　豊和 副分科会長　大日向香輝
　         委員　青山　　豊    土田百合子    加藤　勝義
　 遠藤　忠裕    菅原亀代嗣
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　昨年11月に行われた
Ｙ８サミット創快横手
市議会において、中学
生議員から「広報紙に
おける伝統文化紹介」
の提案があったことを
受け、横手の伝統文化
について議会だよりで随時掲載していくこと
としました。
　第１回目となる今回は、横手と増田のぼん
でんのご紹介です。
　横手・旭岡山神社のぼんでんの起源は定か
ではありませんが、1845年正月に横手城代戸村
十太夫が全町あげて巻狩を行い、その際、火
防組（ひぶせぐみ）が「まとい」を先頭に無病
息災を祈願して旭岡山神社に上ったとされる
など、その歴史は約300年と言われています。
　増田のぼんでんは、1643年に五十集衆（いさ
ばしゅう）と呼ばれる魚商達が市場の神を祭っ
て奉納したのが始まりとされ、無病息災・五
穀豊穣を願って、毎年2月20日に近い日曜日に
三所神社へ奉納されます。
　ぼんでんには地域の子どもたちも参加し、
伝統行事を守り、つなぎつづけています。

Ｙ８サミットで提案する
増田中学生議員のみなさん

わたしたちが提案したん
だよ！

わたしたちが提案したん
だよ！



　令和２年度横手市一般会計予算２款１項７目の「総合計画策定
事業」において、大型公共施設整備等に関する市民検討に要する
経費が計上されている。
　市の説明では、市長の私的諮問機関として10人から20人程
度の市民検討委員会を組織し、体育館、文化ホール、市民プール
の３施設について再配置の方向性を議論し、令和２年夏ごろまで
に市長に答申するとしている。
　大型公共施設は利用する市民にとって重要であるとともに、未
来の横手市の財政運営に大きな影響を与えるものでもあり、委員
は重大な役割を担うことになる。このような市の将来を左右する
検討をするにあたり、限られた人数と極めて短い期間で意見をま
とめるという方針は拙速に過ぎるという印象が拭えない。
　また、これまで合併特例債については発行限度額の75％までの
活用に留めるとしていた方針を、新市建設計画の変更に伴い 
100％の活用に改めるという説明があった。将来の財政運営上、
過大な負担とはならないと言いつつも、横手市財産経営推進計画
において長寿や維持に位置付けられている施設であっても必ずし
も修繕が十分ではない状況である。そもそも横手市財産経営推進
計画自体、市民にその内容が浸透しておらず、しっかりとした市
民説明と周知が求められている。
　以上のことから、事業実施にあたっては以下の点に留意して、
より住み良い魅力的な横手市の未来につなげるための市民検討委
員会となるよう、適切な対応を求めるものである。 
 
１．十分な検討期間を設けるとともに、多様な市民の意思を十分 
　　に反映できるように委員を選定すること。また検討委員会の
　　開催の状況を明らかにし、その検討の経過と結果を速やかに
　   かつ丁寧に市民及び議会へ公表すること。 

２．委員となる市民に対しては、検討委員会の責任の重大さをしっ
　　かりと認識していただくとともに、公共施設の修繕が十分で
　　はない現状と横手市財産経営推進計画の内容及び方向性、ま
　　た横手市の財政について詳細な説明を行い理解していただい
　　た上での議論となるように努めること。 

以上、決議する。
　　　　　　　    令和2年3月19日　横手市議会

令和2年度横手市一般会計予算に対する附帯決議

　

市
当
局
よ
り
、「
市
民
検
討

委
員
会
に
は
、
施
設
が
必
要
で

あ
る
か
否
か
、
ど
の
位
の
規
模

で
あ
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

市
長
に
対
し
提
言
し
て
い
た
だ
く
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
総
務
文
教
常
任
委
員

会
の
総
意
に
よ
り
、
青
山
豊
委
員
長
か
ら

本
会
議
に
お
い
て
、
今
後
の
事
業
実
施
に

あ
た
り
適
切
な
対
応
を
求
め
る
附
帯
決
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

※
附
帯
決
議
文
の
全
文
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
合
併
特
例
債
と
財
政
負
担

●
人
口
減
少
が
進
む
中
、
合
併

特
例
債
を
限
度
額
最
大
ま
で
活

用
し
、
大
型
公
共
施
設
を
建
設
し
て
も
大

丈
夫
か
。

●
施
設
を
建
て
た
段
階
で
維
持
管
理
費
が

発
生
す
る
。
今
後
財
政
規
模
が
縮
小
し
て

い
く
中
で
、
施
設
の
維
持
修
繕
に
か
か
る

経
費
も
明
示
す
べ
き
だ
。

●
同
時
期
に
図
書
館
・
体
育
館
・
市
民
ホ
ー

ル
を
建
て
る
こ
と
は
、
将
来
の
更
新
時
期

も
重
な
り
、
若
い
世
代
に
負
担
を
回
す
こ

と
に
な
る
。
更
新
時
期
の
平
準
化
に
つ
い

て
配
慮
す
べ
き
で
は
。

◆
重
大
な
役
割
を
担
う

             「
市
民
検
討
委
員
会
」

●
横
手
市
の
人
口
規
模
や
面
積
に
合
っ
た

人
数
設
定
、議
論
す
る
時
間
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
確
保
す
る
べ
き
。

●
市
民
に
横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
の

中
身
が
浸
透
し
て
い
な
い
。
夏
頃
ま
で
に

答
申
を
受
け
る
と
い
う
の
は
急
ぎ
す
ぎ
で

は
な
い
か
。

●
今
後
の
財
政
見
通
し
や
、
公
共
施
設
の

修
繕
が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
況
も
説
明

す
る
べ
き
。

●
市
民
検
討
委
員
会
で
の
議
論
は
、
速
や

か
に
公
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設

　

　

当
市
の
公
共
施
設
は
昭
和
45

年
か
ら
平
成
12
年
頃
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
横
手
市
財
産

経
営
推
進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計
画
）
に
基
づ
き
、

長
寿
命
化
や
機
能
再
編
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
競
技
用
体
育
館
や
市
民
ホ
ー

ル
な
ど
の
大
型
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
示
さ
れ
た
「
施
設
展
望
」

に
お
い
て
複
数
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
く
、近
い
将
来
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
先
送
り
は
今
後
の
施
設
更
新

の
機
会
を
失
う
た
め
、
市
と
し
て
は
待
っ

た
な
し
の
課
題
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

◆
「
市
民
検
討
委
員
会
」
の
設
置

　

新
年
度
予
算
の
中
に
、
横
手
体
育
館
や

横
手
市
民
会
館
等
の
あ
り
方
を
主
な
焦
点

と
す
る
「
市
民
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す

る
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

令
和
２
年
度
中
に
大
型
公
共
施
設
の
再
編

方
針
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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大
型
公
共
施
設
整
備
に
関
す
る

市
民
検
討
委
員
会
の
進
め
方
に

附
帯
決
議

　当初予算では、令和 2年
度開始の会計年度任用職員制度に
対し、国の財源保障がないままに
各部署において工夫を凝らして報
酬を捻出している。施政方針演説
では、企業会計のもとで働く非常
勤職員について触れていない。市
長には、地に足の着いた施策を裏
付ける予算のもとで市民の福祉向
上を追求されるよう訴える。

立 身  万千子議員

■一般会計予算に対し討論

■人権擁護委員を推薦
    吉川美津子氏（平鹿・新任）、鈴木　美佳氏（平鹿・ 新任） 
    神𠩤　英夫氏（平鹿・再任）、照井　静信氏（平鹿・再任） 
■公立保育所の民営化　
　公立保育所民営化計画に基づき、4月1日より十文字地域で
は睦合保育所と植田保育所が統合し新たに「にしの杜保育園」が、
大雄地域では「たいゆう保育園」が開所します。

しらとり議員が解説します！ 横手市民会館

横手体育館
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問問

答答

答答

問問

問答

奥お
く　

山や
ま　

豊と
よ　

和か
ず 

議
員

小お　

野の　

正
し
ょ
う　

伸し
ん 

議
員

横
手
市
が
取
り
組
ん
で
き
た「
地
方
創
生
」の
成
果
は

住
民
主
導
の
金
沢
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
は

れ
な
が
ら
、
現
状
に
合
わ
せ
た
よ
り
良

い
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
　

後
継
者
不
足
が
顕
著
な
農
業
の
現

場
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
行
政
と

し
て
支
援
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

　
　

現
在
、
市
単
独
事
業
で
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
の
機
体
導
入
や
操
作
資
格
取
得

に
対
す
る
助
成
等
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
の
進
歩

と
と
も
に
、
農
業
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
目
指
す
。

　
　

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
議
論
を
重

ね
、
地
域
自
ら
考
え
自
ら
行
う
こ
と
が

「
地
方
創
生
」
の
理
念
だ
と
思
う
。
ま
ち

づ
く
り
に
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
る

手
法
、
市
民
と
の
対
話
の
あ
り
方
は
。

　
　

次
期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
審
議

会
と
合
わ
せ
、
政
策
分
野
ご
と
に
市
民

と
市
職
員
に
よ
る
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
自
由
な
対
話

を
行
う
手
法
を
取
り
入
れ
た
い
。

　
　

ど
の
業
種
も
人
手
不
足
の
中
、
限

ら
れ
た
人
材
で
生
産
性
を
上
げ
、
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
で
産
業
全
体
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
ち
、
地

域
全
体
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
取
り
組
み

は
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
が
。

　
　

技
術
革
新
を
組
み
入
れ
て
、
得
意

分
野
を
伸
ば
し
て
い
く
。
有
効
求
人
倍

率
は
上
が
っ
た
が
、
若
者
が
選
ぶ
職
種

に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
関
係
な
ど
裾
野
を
も

う
少
し
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

金
沢
地
区
で
は
旧
横
手
地
域
で
初

め
て
、
公
民
館
を
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に

す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

支
所
機
能
は
残
る
と
は
い
え
、
今
後

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
管
理
な
ど
住

民
の
不
安
は
払
拭
し
た
と
は
言
え
な
い
。

　

職
員
の
配
置
な
ど
も
含
め
、
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

　
　

拠
点
と
な
る
施
設
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
行
政
で
管
理
し
て
い
く
。ま
た
、

事
業
開
始
後
、
当
面
は
施
設
内
に
職
員

を
配
置
し
、
自
主
運
営
組
織
の
事
業
運

営
を
支
援
し
て
い
く
。
事
業
開
始
に
向

け
、
住
民
の
不
安
や
心
配
が
払
拭
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
は
共
助
だ
け

で
は
長
続
き
し
な
い
。
行
政
と
し
て
共

助
を
推
進
す
る
た
め
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
な
ど
の
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

　
　

若
い
世
代
の
地
域
参
加
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
担
い
手
の
確
保
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
し
、
地
域
の
意
見
も
取
り
入

まち・ひと・しごと創生総合戦
略の事業効果検証を行う、外部
有識者会議の様子

Q

Q

A

A

５
年
で
新
規
就
農
１
５
０
名
を
超
え
る
な
ど
成
果
は
出
て
い
る

当
面
は
職
員
を
配
置
し
事
業
運
営
を
支
援
す
る

会派代表質問一　般　質　問

問答
　
　

自
動
運
転
や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の

活
用
に
よ
る
健
康
増
進
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
な
ど
、い
か
に
し
て
、ま
ち
づ

く
り
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
く
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
有
効
活
用
は
地
域
課
題
解
決
に
繋
が

る
手
段
。
少
子
高
齢
化
先
進
地
と
し
て

S
ociety5

.0

に
取
り
組
む
姿
勢
は
。

　
　

先
端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
市
民
が

幸
せ
な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
可
能
に
な
る
。
活
用
に
向
け
積

極
的
に
、
官
民
連
携
で
具
体
的
な
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答答

問答

答
　
　

2
月
10
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
横

手
市
災
害
連
絡
部
」
を
設
置
し
た
。

横
手
病
院
は
指
定
医
療
機
関
と
し

て
感
染
病
床
4
床
、
感
染
外
来
の

機
能
を
有
し
て
お
り
、
保
健
所
・

消
防
本
部
と
合
同
で
感
染
症
対
策

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
国
・
保
健

所
、
お
よ
び
地
域
医
療
機
関
と
協

力
し
て
対
応
に
あ
た
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
再
任
用
職
員
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

機
器
の
更
新
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
、
必
要
な
財
源
措
置
を
国
に

対
し
て
求
め
て
い
く
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
は
、

き
ち
ん
と
寄
附
者
に
見
え
る
よ
う

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

横
手
な
ら
で
は
の
具
体
的
で

特
徴
的
な
活
用
方
法
を
検
討
し
、

納
税
者
に
共
感
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
る
。

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
優
遇
措
置

の
拡
大
を
講
ず
る
べ
き
と
思
う
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。 　
　

　
　

多
子
世
帯
を
対
象
と
す
る
保
育
料

や
一
時
預
か
り
な
ど
の
利
用
料
の
軽
減

を
実
施
し
て
い
る
。
新
た
な
施
策
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

●
施
設
展
望
に
つ
い
て

　
　

施
政
方
針
で
、
体
育
館
、
市

民
ホ
ー
ル
に
言
及
し
て
い
た
。

　

斎
場
や
市
民
プ
ー
ル
な
ど
、
他

の
施
設
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

体
育
館
、
市
民
ホ
ー
ル
は
、

全
市
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況

の
中
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
喫

緊
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

市
民
プ
ー
ル
は
、
検
討
委
員
会
で

意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
針
を
定

め
、
斎
場
は
、
改
修
し
な
が
ら
長

寿
命
化
を
は
か
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は

　
　

感
染
者
が
出
た
場
合
の
対
応

や
指
定
病
院
と
し
て
の
受
け
入
れ

態
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

●
一
級
河
川
に
警
報
機
を

　
　

大
雨
時
の
ダ
ム
か
ら
の
緊
急
放
流

に
備
え
、
放
流
を
住
民
に
周
知
す
る
警

報
機
（
サ
イ
レ
ン
）
を
設
置
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
ム
か
ら

の
緊
急
放
流
が
行
わ
れ
た
実
績
は
な
い

が
、
地
域
住
民
へ
危
険
性
を
知
ら
せ
る

設
備
は
必
要
と
考
え
る
。
国
、
県
な
ど

関
係
機
関
に
対
し
て
危
険
防
止
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
求
め
て
い

く
。

●
Ｇ
Ｉギ

ガＧ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ

い
て

　
　

国
の
方
針
に
沿
う
形
で
横
手

市
で
も
児
童
生
徒
全
員
分
の
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
導

入
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

財
源
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　

学
校
内
の
高
速
回
線
化
の
整

備
を
含
め
、
端
末
導
入
に
は
国
の

補
助
金
が
一
定
額
交
付
さ
れ
る
た

め
、
財
源
は
確
保
で
き
る
。

　
　

端
末
の
更
新
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
市
の
財
政
に
与
え
る
影

響
は
ど
の
程
度
か
。

　
　

適
正
な
経
費
を
見
込
ん
だ
上

で
中
期
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。

みんな元気でいきいきと暮らせるまちづくりを
市民の会

市民の安全を守り心豊かになる市政を
さきがけ

　塩田 　勉 議員　塩田 　勉 議員
た つとむつとむしお たしお

※

地区交流センターとしてスタートする
金沢孔城館

※Society5.0…仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、狩猟社会
　（Society 1.0）、　農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society   3.0）、情報社会
　（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもの。

※GIGAスクール構想…学校における高速大容量のネットワーク環境の整備と、 
　 児童生徒 １人１台端末の整備を推進するもの。

　菅原 惠悦 議員　菅原 惠悦 議員
すがわら けいえつすがわら けいえつ

※

増水する雄物川



7 6あなたと市議会  第62号  2020.4.15 あなたと市議会  第62号  2020.4.15

問

答答答

答

問問問

問答

立た
つ　

身み　

万ま

ち

こ
千
子 

議
員

髙た
か　

橋は
し　

和か
ず　

樹き 

議
員

磁
気
ル
ー
プ
と
補
聴
器
購
入
補
助
を

地
区
会
議
の
要
望
を
実
施
で
き
な
い
理
由
は

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
昨
今
、
小
さ
な
拠
点
と
言
わ
れ
て

い
る
、
市
民
に
よ
る
地
域
活
動
や
協
働

活
動
に
つ
い
て
、
頑
張
っ
て
い
る
方
々

の
活
動
や
思
い
を
市
長
は
ど
う
考
え
て
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
各
団
体
の
皆
様
に
対
し
て
は
地
域

の
発
展
、
協
働
意
識
の
向
上
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
頭
に

立
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
機

会
を
と
ら
え
て
直
接
足
を
運
び
、
活
動

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お

話
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
補
装
具
費

支
給
事
業
と
は
別
に
、
市
民
の
補
聴
器

購
入
に
公
的
補
助
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
　
来
年
度
策
定
す
る
予
定
の
「
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
」
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　

磁
気
ル
ー
プ
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
）
は
、
マ
イ
ク
に
よ
る
音
声
信
号
を

ア
ン
プ
を
通
じ
て
電
気
信
号
に
変
え
、

ア
ン
テ
ナ
等
に
よ
っ
て
磁
気
を
発
生
さ

せ
、
そ
れ
を
補
聴
器
で
受
信
さ
せ
る
装

置
で
あ
る
。
公
共
施
設
や
市
役
所
窓
口

に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
ま
ず
は
補
聴
器
に
つ
い
て
県
の
副

市
長
会
で
国
へ
の
要
望
事
項
の
中
に

入
っ
た
。
４
月
の
県
市
長
会
で
審
議
予

定
の
た
め
そ
の
後
の
検
討
に
な
る
。

●
成
長
産
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
対
象
と
な
る
企
業
の
事
業
計
画
に
、

労
働
契
約
や
就
業
規
則
等
は
明
記
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
記
載
は
な
い
が
、
状
況
を
把
握
す

る
た
め
県
の
働
き
方
改
革
推
進
員
と
の

●
地
域
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
市
内
36
地
区
に
設
置
し
て
い
る
地

区
会
議
か
ら
毎
年
出
さ
れ
て
い
る
要
望

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
不

満
の
声
が
多
く
聞
こ
え
て
く
る
。
市
民

の
幸
せ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
地
域

要
望
に
は
十
分
に
答
え
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
時
間
が
経
過
し
て
も
実
施
で

き
な
い
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
す
べ
て
達

成
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
は
あ
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
度
の
地
区
会
議
か
ら
の

ハ
ー
ド
事
業
の
総
要
望
件
数
は
４
８
２

件
で
、
完
了
件
数
は
２
０
０
件
、
実
施

率
は
４
割
で
あ
っ
た
。
未
実
施
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
地
区
会
議
で
行
う
べ
き

も
の
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き

も
の
、
他
機
関
へ
依
頼
す
る
も
の
、
行

政
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、

そ
の
仕
分
け
を
行
い
、
地
区
会
議
で
行

う
べ
き
も
の
の
中
で
劣
化
状
況
・
危
険

度
・
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
、
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
順
次
対
応
し
て
い
る

加齢性難聴者の補助用具の一つ
「ボイスモニター」

コミュニティ組織の設立を図ること
を目的に設置している「地区会議」

Q

Q

A

A

県
市
長
会
で
導
入
を
審
議
す
る

優
先
順
位
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い

　

一　般　質　問一　般　質　問

答答 問問 情
報
共
有
や
企
業
訪
問
を
行
い
、
労
働

環
境
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
く
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　
　
病
院
や
上
下
水
道
部
の
企
業
会
計

部
署
は
制
度
の
対
象
に
な
る
の
か
。

　
　
対
象
と
な
る
。
そ
の
人
数
は
２
８

０
人
、
市
役
所
全
体
で
は
１
６
４
０
人

が
対
象
と
な
る
。

　
　
公
募
に
よ
り
任
用
が
更
新
と
な
る

場
合
の
報
酬
額
は
、
新
規
で
任
用
さ
れ

る
も
の
と
同
額
に
な
る
の
か
。

　
　

同
一
職
種
で
あ
れ
ば
、
勤
務
経
験

年
数
を
考
慮
し
た
報
酬
額
と
な
る
。

山や
ま　

形が
た　

健け
ん　

二じ 

議
員

佐さ　

藤と
う　

清き
よ　

春は
る 

議
員

石
持
川
幹
線
排
水
路
改
修
は
再
検
討
が
必
要
だ

人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か

Q

Q

A

A

湛
水
被
害
を
防
ぐ
対
策
を
国
な
ど
へ
強
く
要
望
す
る

複
合
的
な
視
点
で
事
業
を
展
開
す
る

問

問

答

答

答

答

問

問問

問

問

答

答

答

河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
に
対

し
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

山
城
堰
堰
堤
は
固
定
堰
の
た
め
大

洪
水
の
際
、
上
流
域
の
水
位
に
影
響
が

あ
る
。
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
可

動
堰
へ
の
改
築
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
山
城
堰
頭
首
工
は
、
固
定
堰
一
部

可
動
堰
の
構
造
か
ら
常
に
水
位
落
差
が

あ
る
状
態
に
あ
り
、
増
水
時
に
は
、
石

持
川
幹
線
排
水
路
の
流
下
能
力
の
低
下

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有

を
図
り
、
協
議
を
し
て
い
く
。

が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
市
民
の
声
が

あ
る
。
ど
う
し
た
ら
利
用
し
や
す
い
か

ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、
市
民
の

声
を
も
っ
と
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
ひ
と
り
親
世
帯
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
常
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
き
た
い
。

●
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に

　
　

18
歳
未
満
の
国
保
税
均
等
割
額
を

免
除
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
が
行
う
べ
き
施
策
と
考
え
て
お

り
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

　
　
国
営
横
手
西
部
農
業
水
利
事
業
に

お
け
る
石
持
川
幹
線
排
水
路
の
今
後
の

改
修
計
画
は
、
地
元
要
望
が
ほ
と
ん
ど

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
排
水
機
能
上
は

も
ち
ろ
ん
、
防
災
・
減
災
い
わ
ゆ
る
危

機
管
理
上
の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ

る
。
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
含
め
、
地
元

関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
取
り

し
、
農
地
な
ど
の
湛
水
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
へ

強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

石
持
川
幹
線
排
水
路
と
密
接
に
関

連
が
あ
り
、
無
堤
と
な
っ
て
い
る
鳥
屋

場
地
区
の
堤
防
整
備
に
つ
い
て
、
早
期

実
現
の
た
め
継
続
し
て
の
要
望
が
肝
要

と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

　
　
大
雨
時
の
氾
濫
危
険
箇
所
と
し
て

認
識
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
上
の
観

点
か
ら
非
常
に
危
惧
し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
当
市
の
重
要
課
題
と
し
て

　
　
横
手
市
は
日
本
の
中
に
お
い
て
も

人
口
減
少
の
問
題
が
先
行
し
て
い
る
地

域
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

　
　
特
定
の
施
策
を
強
化
し
て
い
く
と

い
う
よ
り
は
、
複
合
的
、
横
断
的
な
視

点
を
持
っ
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
幸
せ
ブ
ー
ケ
ト
ス
事
業
の
見
直
し
を

　
　

こ
の
事
業
は
婚
姻
数
を
増
加
さ
せ

る
た
め
の
事
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
事
業
の
成
果
を

伺
う
。　

　
婚
姻
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
お
ら
ず
、
直
接
的
な
成
果
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
充
実
を

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促

進
費
等
給
付
金
事
業
な
ど
素
晴
ら
し
い

支
援
策
だ
と
思
う
が
、「
利
用
し
た
い

大雨時に逆流が発生する無堤箇
所を流れる石持川幹線排水路

新婚夫婦を応援する
幸せブーケトス事業
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一　般　質　問一　般　質　問

土つ
ち　

田だ　

百ゆ

り

こ
合
子 

議
員

本ほ
ん　

間ま　

利と
し　

博ひ
ろ 

議
員

「
横
手
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）」制
定
の
考
え
は

横
手
公
園
ス
キ
ー
場
廃
止
と
施
策
に
つ
い
て

QA

第
４
次
行
動
計
画
策
定
作
業
の
中
で
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い

天
下
森
ス
キ
ー
場
と
赤
坂
総
合
公
園
の
整
備
を
行
う

問 問答答

答答

　
　

導
入
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
文
字
情
報
で
１
１
９
番
通
報
で
き
る

が
、
ス
タ
ー
ト
は
い
つ
頃
か
。

　
　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
が
開

催
さ
れ
る
７
月
頃
を
目
指
す
。

●
増
田
地
域
の
上
水
道
整
備
計
画
は

　
　

増
田
地
域
の
荻
袋
・
安
養
寺
・
大

和
沢
・
熊
渕
４
集
落
の
上
水
道
整
備
を

早
期
に
実
施
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

整
備
後
の
加
入
率
が
低
い
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
化
に

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
補
助
事
業

の
拡
充
を
国
に
要
望
し
、
地
区
住
民
の

意
向
を
確
認
し
事
業
化
を
検
討
す
る
。

　
　

女
性
の
防
災
士
・
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
等
の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
２
年
度
予
算
案
に
、
防
災
士

資
格
取
得
を
支
援
し
、
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
市
と
連
携
し
て
防
災
活
動

に
取
り
組
む
た
め
の
事
業
費
を
計
上
し

て
い
る
。
女
性
の
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
も
力
を
入
れ
、
女
性
の
視
点
を

生
か
し
た
防
災
力
の
向
上
を
目
指
す
。

●
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

　
　

出
産
後
の
体
調
や
育
児
に
不
安
の

あ
る
母
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
、
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関

で
の
宿
泊
や
、
日
帰
り
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
が
受
け
ら
れ
る
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
の

実
施
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

を
行
う
環
境
を
整
え
る
た
め
、
近
隣
医

療
機
関
の
状
況
や
県
内
の
状
況
な
ど
を

勘
案
の
う
え
検
討
す
る
。

●
「
Ｎｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」の
導
入
は

問答答 問

問答 リ
ー
ス
キ
ー
や
低
年
齢
層
向
け
の
雪
遊

び
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
　

天
下
森
ス
キ
ー
場
は
地
域
の
活
性

化
に
役
立
つ
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
地
域
活
性
化
の
施
策
と
し

て
、
リ
フ
ト
代
を
無
料
化
し
集
客
を
図

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

リ
フ
ト
代
の
無
料
化
に
つ
い
て
す

ぐ
に
は
返
答
で
き
な
い
。
天
下
森
ス

キ
ー
場
は
改
良
す
べ
き
箇
所
が
多
く
あ

る
が
、
投
資
額
に
見
合
っ
た
効
果
が
期

待
で
き
る
施
策
や
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う
に
存

在
感
を
出
す
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

令
和
元
年
6
月
定
例
会
に
お
い
て

市
内
３
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
横
手
公
園

ス
キ
ー
場
存
続
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
す
る
方
針
と

し
た
検
討
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

横
手
公
園
ス
キ
ー
場
北
側
緩
斜
面

の
利
用
を
含
め
て
検
討
し
た
が
、
再
開

に
か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
か
ら
維
持
運
営

は
不
可
能
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ま
で
利

用
さ
れ
て
い
る
高
校
、
小
学
校
や
、
陳

情
さ
れ
た
団
体
に
は
説
明
を
行
い
理
解

を
求
め
た
。

　
　

横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
（
Ｆ

Ｍ
計
画
）
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
べ

き
と
あ
る
が
、
冬
季
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
有
効
な
施
策
も
な
い
現
状
で
ス
キ
ー

場
廃
止
は
妥
当
と
考
え
る
か
。

　
　

天
下
森
ス
キ
ー
場
を
長
寿
命
化
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
赤
坂
総
合
公
園
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

さらなる利便性向上が望まれる
天下森スキー場

問問 QA

問問

答答答

答答

問問問

問答

菅す
が　

原わ
ら　

正た
だ　

志し 

議
員

鈴す
ず　

木き　

勝か
つ　

雄お 

議
員

私
の
思
う
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
の
目
的
を
共
有
で
き
る
か

産
地
づ
く
り
事
業
助
成
単
価
の
か
さ
上
げ
を

た
所
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
単
価
に
つ
い
て
も
市

農
業
再
生
協
議
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

　
　

国
会
や
農
業
団
体
か
ら
も
小
規
模

家
族
農
業
に
対
す
る
支
援
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
当
市
で
の
支
援
施
策

等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

令
和
元
年
度
よ
り
、
機
械
や
施
設

等
の
導
入
助
成
に
お
い
て
、
経
営
規
模

を
維
持
す
る
農
業
者
も
対
象
と
な
る
よ

う
要
件
を
緩
和
し
た
ほ
か
、
農
業
経
営

安
定
化
対
策
資
金
「
マ
ル
農
」
を
拡
充

し
支
援
し
て
い
る
。

　
　

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
化
の
目
的
は
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
幅

広
い
年
代
が
男
女
共
同
で
話
し
合
う
仕

組
み
づ
く
り
が
第
一
と
考
え
て
い
る
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

明
快
な
目
的
と
し
て
共
有
で
き
る
。

●
旧
美
術
工
芸
展
示
室
の
執
務
状
況
は

　
　

職
場
環
境
、
庁
内
連
携
に
支
障
は

な
い
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
財
務
部
、

教
育
総
務
部
の
3
部
49
名
を
配
置
し
て

い
る
。
庁
内
連
携
に
つ
い
て
、
特
別
支

障
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ス

ペ
ー
ス
等
の
制
限
は
あ
る
が
、戦
略
的
・

環
境
的
に
ベ
ス
ト
な
状
況
を
提
供
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

●
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想
に
お
け
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
に
つ
い
て

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
し
た
交
流
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
　

昨
年
12
月
に
は
市
内
中
高
生
に
よ

る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が
、
イ
ン
ド

　
　

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
協
定
に
伴
う
園
芸

作
物
の
支
援
事
業
に
よ
る
、
重
点
作
物

等
の
作
付
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

戦
略
品
目
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
４
品
目
の
作
付
面
積
は
、
前
年
度
比

1.5
％
減
少
し
て
い
る
が
、
販
売
額
は

１
６
０
０
万
円
増
加
し
た
。
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
度
よ
り

戦
略
作
物
重
点
支
援
事
業
を
創
設
し
た

ほ
か
、
高
収
益
作
物
導
入
推
進
事
業
に

つ
い
て
も
面
積
拡
大
や
新
規
取
り
組
み

な
ど
の
要
件
を
緩
和
し
て
お
り
、
引
き

続
き
生
産
意
欲
の
維
持
向
上
に
努
め
る
。

　
　

作
付
面
積
が
減
少
す
る
中
、
土
づ

く
り
の
た
め
に
産
地
づ
く
り
事
業
に
よ

る
産
地
交
付
金
等
の
か
さ
上
げ
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

産
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
令
和
元

年
度
当
初
と
同
額
と
す
る
方
針
と
し

た
。
そ
の
他
、
独
自
支
援
策
と
し
て
重

点
振
興
作
物
等
の
作
付
に
対
し
、
水
田

利
活
用
緊
急
支
援
事
業
を
行
い
安
定
し

３部が混在する旧美術工芸展示室
（条里南庁舎）の執務環境

女性防災士・地域防災リーダー
等の育成が望まれる

所得向上に向けた農家への支援
がカギ

Q

Q

A

A

明
確
な
目
的
と
し
て
共
有
で
き
る

横
手
市
農
業
再
生
協
議
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
検
討
す
る

問答 ネ
シ
ア
で
合
宿
を
行
い
交
流
を
深
め
た
。

今
後
、
多
く
の
市
民
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
親
し
め
る
機
会
を
定
期
的
に
提
供
で

き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携
し
普
及

促
進
を
図
る
。

●
増
田
ま
ん
が
美
術
館
の
積
極
活
用
と

相
乗
効
果
を
期
待

　
　

中
学
・
高
校
・
大
学
・
企
業
を
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　
　

地
元
か
ら
漫
画
家
や
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
な
ど
が
輩
出
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
内
外
の
高

校
・
企
業
な
ど
と
も
連
携
し
、
よ
り
魅

力
的
な
事
業
を
展
開
す
べ
く
努
め
る
。
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※西部斎場整備に関する附帯決議…施設の老朽化や狭小な駐車場など、他の斎場に比べ利
　用者に不便を強いており、霊柩車運行を止めるのであれば、施設の更新を含めた抜本的
　な対策を合わせて早急に示すべきとした内容を含む決議。

平成30年6月議会で全会一致の附帯決議を
可決したが、当局とは認識に差があるのでは。

名簿の更新はどのように行うのか。また、実
効性のある活用をする必要があるのでは。

避難行動要支援者名簿の活用は

学童保育の現状は 介護施設の入所待機者解消策は

西部斎場整備に関する附帯決議を
どう受け止めているのか

支援員の人数は足りているか。受け入れ可能
な学年が施設によって異なる理由は。

入所待機者の解消に向けた対策は。介護施設
の新設を認める考えはあるか。

　令和元年度末には整備の実施可否を
決定することになっている点につい

て、スケジュールが遅れていることはお詫び
する。会派代表質問の中で改修という方向を
示したが、全体的な大型公共施設の整備方針
の中で議会に示したい。しかし、西部斎場だ
けを整備することを決定しているとは認識し
ていない。

　避難行動要支援者名簿は、住民基本
台帳と突き合わせながら毎年更新して

いる。消防団や共助組織を含めた地区防災計
画の必要性は感じており、避難行動要支援者
の個別計画の策定にあたっては、福祉部局、
消防、危機管理課などと情報共有しながら、
災害時の支援者や避難先の確認など、実効性
のある名簿活用ができるように進めていく。

　9割以上の施設で支援員は充足して
いる。不足している分はアルバイトで

充足させているので、基準は満たしている。
国の制度改正により 6年生までの保育が可
能になったが、施設面積の基準を満たさず、
4年生までしか受け入れられないところがあ
る。施設確保に取り組んでおり、確保できた
ところから順次拡大していきたい。

　民間でも人員不足の現状はかなり厳
しく、短期入所を中心に 100％の稼

働はできていない状況だ。市単独で抜本的な
解決を図ることは難しいが、国では法人間の
連携による組織づくりの方針を出しており、
市としても関わりを持っていきたい。
　介護施設の新設については、人材不足に加
え、介護保険料が上がる要因となるため考え
ていない。

答弁答弁

答弁 答弁

　市議会で話し合う問題は多岐にわたるため、議員全員で調べたり、集まって話し合ったりすると膨大な時
間がかかってしまいます。そこで、本会議とは別に常任委員会を設け、さまざまな問題を分担し詳しく話し
合いを行っています。
　横手市議会には、厚生、産業建設、総務文教の3つの常任委員会があり、議員はいずれかの委員会に所
属することになっています。
　ここでは3月定例議会において各常任委員会がそれぞれ注目した案件を紹介します。

　
　

こ
れ
ま
で
の
た
い
ゆ
う
保
育
園

の
定
員
は
１
５
０
人
だ
っ
た
が
、
新

し
い
た
い
ゆ
う
保
育
園
の
定
員
は
90

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
定
員
は
現

状
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

実
際
に
入
園
し
て
い
る
園
児
は

90
人
程
度
で
あ
り
、
こ
の
状
況
は
し

ば
ら
く
続
く
も
の
と
み
て
い
る
。
施

設
自
体
は
若
干
定
員
を
上
回
っ
て
も

対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

に
し
の
杜
保
育
園
を
経
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
は
保
育
所
の
運
営
実

績
を
持
た
な
い
が
、
指
導
体
制
を
含

め
て
運
営
に
支
障
は
な
い
か
。

　
　

睦
合
保
育
所
の
元
所
長
を
園
長

に
迎
え
る
ほ
か
、
十
文
字
地
区
の
他

の
保
育
所
で
の
経
験
が
あ
る
保
育
士

が
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
地

元
で
介
護
施
設
を
経
営
す
る
な
ど
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

合
併
当
初
は
多
額
の
起
債
は
財

政
運
営
上
厳
し
い
だ
ろ
う
と
判
断

し
、
限
度
額
の
75
％
、
４
１
０
億
円

を
上
限
と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
計

画
変
更
に
よ
り
、
発
行
限
度
額
の

１
０
０
％
、
５
４
４
億
円
を
活
用
す

る
想
定
で
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
　

合
併
特
例
債
を
限
度
額
い
っ
ぱ

い
活
用
し
て
大
型
公
共
施
設
を
建
設

し
て
も
大
丈
夫
か
。

　
　

先
に
借
り
入
れ
た
分
の
返
済
も

だ
い
ぶ
進
ん
で
い
る
。
発
行
期
限
が

５
年
間
再
延
長
さ
れ
た
た
め
、
残
り

の
25
％
を
使
っ
た
と
し
て
も
世
代
負

担
を
公
平
に
し
て
返
済
す
る
の
で

大
丈
夫
だ
ろ
う

と
判
断
し
て
い

る
。
大
型
公
共

施
設
に
つ
い
て

は
市
民
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、

必
要
か
ど
う
か

を
含
め
た
検
討

を
し
た
い
。

・
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
適
切
な
対

応
を
求
め
る
た
め
、
附
帯
決
議
案
を

提
出
し
た
。

民
営
化
さ
れ
新
し
く
で
き
る
た
い
ゆ

う
保
育
園
の
定
員
・
に
し
の
杜
保
育

園
の
運
営
は
大
丈
夫
？

大
型
公
共
施
設
を
建
設
し
て
も
横
手

市
の
財
政
運
営
は
本
当
に
大
丈
夫
？

産業建設常任委員会

総務文教常任委員会

厚 生 常 任 委 員 会

あなたと市議会  第62号  2020.4.15

厚生常任委員会のページがご覧いただけます。

問 問答答

●
陳
情
の
趣
旨
は
高こ
う
ら
ん欄
の
サ
ビ
や
路

面
、
地じ

覆ふ
く

の
補
修
と
捉
え
て
お
り
、

対
応
は
可
能
で
は
な
い
か
。

●
改
修
と
な
れ
ば
、
通
行
止
め
や
迂

回
路
利
用
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ

る
。

な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
起
立

全
員
に
よ
り
採

択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

戸
波
橋
（
増
田
地
域
）
の

　
　
　

改
修
に
関
す
る
陳
情

　
　

修
繕
に
つ
い
て
は
数
年
前
か
ら

課
題
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
営
温
泉
民
営
化
が
検
討
さ
れ

て
い
る
中
で
工
事
を
行
っ
た
経
緯
は
。

　
　

民
間
譲
渡
す
る
に
も
手
続
き
に

時
間
が
必
要
。
ボ
イ
ラ
ー
や
タ
イ
ル

な
ど
、
近
々
に

使
用
で
き
な
く

な
る
状
態
が
想

定
さ
れ
て
お
り
、

施
設
を
維
持
・

稼
働
す
る
た
め

に
工
事
が
必
要

と
判
断
し
た
。

ゆ
っ
ぷ
る
の
工
事
を
行
っ
た
経
緯
は
？

問答

問問答 答

※

新しいたいゆう保育園

横手市民会館
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新年度予算審査新年度予算審査

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会のページがご覧いただけます。 産業建設常任委員会のページがご覧いただけます。

将来を担う子どもたちのため、ふるさと応援
基金を原資とした奨学金制度の検討を。

横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）を進め
るには住民の理解が重要では。

ＦＭ計画は周知不足

地域の防災力向上を 災害用備蓄品の状況と配置は

給付型奨学金制度の検討を

自主防災リーダー育成の目的と、取り組みの
内容は。

５年サイクルで整備するとしている備蓄品の
購入予定状況と、分散配置の考えは。

　ふるさと応援基金を活用した返済不
要の給付型の奨学金制度について、ふ

るさと応援基金は担当部局間で使うと判断す
れば活用は可能ではあるが、給付型の奨学金
制度については以前検討した際、若者の地元
定着という観点では効果は薄いという結論を
出した。令和２年度は総合計画を立てる時期
でもあり、効果について再度検証したい。

　施設のあり方についてどのように検
討していくのか、各地域に出向いて、

さまざまな方と話し合いをする機会を持ちな
がら進めて行きたいと考えている。大型公共
施設等に関する市民検討委員会では、横手体
育館、市民会館、市民プールの整備の可否を
含めた再配置の方向性について検討していた
だく予定である。委員にはＦＭ計画の考え方
や、事業を実施する際に必要と想定される予
算、補助金についても丁寧に説明したい。

　災害が多発している中で、共助が非
常に大切になっている。公助には限界

があることが心配されており、それをカバー
する自主防災リーダーを育成したい。活動が
停滞している自主防災組織に自主防災リー
ダーが出向き、取り組み事例などを紹介する
ことで、住民への地域防災意識が波及してい
けば、一層活動が活発化すると考えている。

　令和元年度中の備蓄品購入により、
県が指定する19品目全てにおいて備

蓄率が 100％を超えている。備蓄品の賞味
期限は最長５年となっており、年度ごとに分
けて管理している。なお、令和２年度はご飯、
水の購入を計画している。今後、地域局や、
孤立が心配される集落会館等へ備蓄品の分散
配置を行う予定である。

答弁答弁

答弁 答弁

入居者や施設の指定管理者から修繕の要望は
ないか。また、その対応への状況は。

最近はクマだけでなくイノシシやシカ、サル
なども増えている。対応は可能なのか。

有害鳥獣対策事業は

ＬＥＤ防犯灯の修繕は 道路の穴ぼこなどへの対処は

市営住宅の修繕の対応は

街路灯ＬＥＤ事業で設置したＬＥＤ防犯灯の
修繕はどのように対応しているのか。

生活インフラ整備加速化事業が再編された後
も、道路の穴ぼこなどに対処できるのか。

　長寿命化計画に基づき、大規模な修
繕は市が行うことになっているが、現

時点でその要望はない。細かな修繕等につい
ては、指定管理者制度導入直後は時間がかか
り入居者にご迷惑をおかけしたケースもあっ
たが、現在は運営協議会を定期的に開催し、
具体的な引き継ぎも行っているので、順調に
維持管理できている。

　昨年、クマによる被害が多発したこ
とを受け、対策マニュアルを作成する

よう県から指導があり、間もなく着手する。
令和2年度はイノシシの捕獲用わなを追加で
購入し、猟友会と連携しながら取り組んでい
く。また、被害が発生してから、おりを設置
する方法から、出没が想定される場所に設置
するよう改善するなど、スピード感ある対応
をしていきたい。

　ＬＥＤ防犯灯は、令和２年10月まで
は瑕

か し

疵担保期間となっており、それ
までに正常な管理において不具合があった場
合は原則無償で交換となる。ただし、外的要因
による不具合については別対応としている。

街路灯ＬＥＤ事業…設置済みの100Ｗ以下の街路灯
について、横手市新事業分野開拓者として認定された
事業所で製造した灯具製品を使用してＬＥＤ化を進め、
電力使用量の削減及び環境への負担軽減を図る事業。

答弁答弁

答弁 　道路維持管理費については、これま
で各地域局で予算措置のうえ対処して

いたが、令和２年度からは建設課で予算を計
上し、各地域に配分して対処することとした。
緊急を要するものがあれば、追加配分により
対処は可能と考えている。

ポイント！ 昨年度まで生活インフラ整備加速
化事業により身近な生活道路の修繕を行って
いたが、令和2年度予算で事業が再編された。

答弁
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ぎかいトピックスぎかいトピックス

　　

　

　

　　　　　 　掛川市議会では、議会報告会参加
者のご意見を踏まえ、全議員で政策討論会を行い、
合意形成を図ったうえで市長へ政策提言を行って
いる。市民の声を生かした政策提言の手法として、
当市議会の参考としたい。

視察の目的　委員会活動などにおいて正しく「議員間討議」を
活用・実践し、市政に関する課題等の論点や争点を
明確にした合意形成を図
るため、青森中央学院大
学准教授の佐藤淳先生を
講師にお招きし議員研修
会を行いました。

◆議員の感想
　・雄物川高生との懇談会のときのような表情で議員間討議
　　ができたらいいと思った。
　・４つのグループで似通った意見が出ていたので、みんな
　　同じような思いを持っているのだと認識した。
    ・ルールがしっかりできると発言しやすくなると思った。
◆講師のコメント
　ルールが決まると意見が言いやすくなり、聴きやすくなる。
　そういうところから「議員間討議」を行っていき、執行部
　と「対話」ができるようになってもらいたい。

■活発な議員間討議を実施している
　議会報告会でいただいたご意見をもとに、議員全
員で深堀りし、対策を講じる。政策提言、政策条例
は市民の意見を十分に反映し、実効性のある内容に
なっている。

○議員間討議と言っても
　まずは「対話」から
○対話はお互いがどう思
　っているか「意味づけ」
　を確認するプロセス
これらを踏まえて横手市議会の議員間討議のルールをど
うするか

○絶対に自分の意見が正 
   しいと思うのはNG
○対話の中で自分の意見 
   が変わってもOK

▶市の課題について、議会側の考えを示して市民の皆
　さんと話し合うことは、市長に政策提言していく上
　でも重要であり、新年度の議会報告会は３つの常任委
　員会ごとの研究テーマを基に、皆様から意見を伺う形
　式で実施できれば、更に充実してくるものと感じた。

議会報告会の充実に向けて議員間討議を学ぶ
1月31日（金）／静岡県掛川市2月6日（木）／議員研修会

ポイント

視察を終えて視察を終えて

　（小野　正伸）

広聴分科会 行政視察

研修の内容
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増田の子どもぼんでん

編集後記

編集後記

　例年にない暖冬と、雪不足に悩んだ小正月行事から春
本番へと季節が変わり、３月定例議会が終了しました。
　新型コロナウイルス感染の終息が見えないなか編集
完了。読んでいただける広報から是非読みたくなる広報
へ進化することを目標に、我々広報分科会は今後も努力
して参ります。　　　　　　　　　　　（大日向　香輝）

◆広報広聴委員会広報分科会
　 分科会長　奥山　豊和 副分科会長　大日向香輝
　         委員　青山　　豊    土田百合子    加藤　勝義
　 遠藤　忠裕    菅原亀代嗣
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　昨年11月に行われた
Ｙ８サミット創快横手
市議会において、中学
生議員から「広報紙に
おける伝統文化紹介」
の提案があったことを
受け、横手の伝統文化
について議会だよりで随時掲載していくこと
としました。
　第１回目となる今回は、横手と増田のぼん
でんのご紹介です。
　横手・旭岡山神社のぼんでんの起源は定か
ではありませんが、1845年正月に横手城代戸村
十太夫が全町あげて巻狩を行い、その際、火
防組（ひぶせぐみ）が「まとい」を先頭に無病
息災を祈願して旭岡山神社に上ったとされる
など、その歴史は約300年と言われています。
　増田のぼんでんは、1643年に五十集衆（いさ
ばしゅう）と呼ばれる魚商達が市場の神を祭っ
て奉納したのが始まりとされ、無病息災・五
穀豊穣を願って、毎年2月20日に近い日曜日に
三所神社へ奉納されます。
　ぼんでんには地域の子どもたちも参加し、
伝統行事を守り、つなぎつづけています。

Ｙ８サミットで提案する
増田中学生議員のみなさん

わたしたちが提案したん
だよ！

わたしたちが提案したん
だよ！


